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相
愛
学
園
は
一
八
八
八
年
の
創
立
で
、
本
年
度
で
一
二
〇
周
年
を
迎
え
た
。
去
る
一
〇
月
一
四
日
に
は
記
念
式
典
が
本
町
講
堂
で

執
り
行
わ
れ
た
ほ
か
、
様
々
な
行
事
が
あ
っ
た
（
年
報
本
号
に
報
告
の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
そ
の
ひ
と
つ
）
。
人
文
科
学
研
究
所

は
、
公
開
講
座
を
共
同
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
記
念
事
業
に
参
画
し
た
。
ま
た
、
あ
し
か
け
三
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
研
究
会

の
成
果
を
『
明
治
国
家
の
精
神
史
的
研
究
1
〈
明
治
の
精
神
〉
を
め
ぐ
っ
て
一
』
（
以
文
社
　
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
と
し
て
ま
と

め
、
出
版
で
き
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。
学
園
が
創
立
さ
れ
た
明
治
と
は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
か
。
夏
目
漱
石

『
こ
こ
ろ
』
に
み
え
る
言
葉
「
明
治
の
精
神
」
を
借
り
て
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
、
そ
の
研
究
会
の
活
動
経
緯
に
つ
い
て
は
、
年
報
に
逐

次
掲
載
し
て
き
た
ほ
か
、
同
書
「
あ
と
が
き
」
（
嘉
戸
一
将
）
の
中
で
も
詳
細
に
記
し
た
。
同
書
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
や
紹
介
は
、

年
報
本
号
に
載
せ
た
書
評
（
鳥
井
正
晴
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
明
治
と
い
う
時
代
は
、
同
書
「
序
に
か
え
て
」
で
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
く
揺
ら
ぐ
近
代
V
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
日
本

人
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
湯
川
秀
樹
の
著
『
旅
人
1
あ
る
物
理
学
者
の
回
想
1
』
（
角
川
文
庫
に
よ
る
）

か
ら
拾
っ
て
き
た
一
文
を
引
く
。

　
　
明
治
1
。

　
　
そ
の
名
は
私
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
ラ
ン
プ
の
上
に
置
か
れ
た
フ
ラ
ス
コ
の
水
が
、
次
第
に
熱
せ
ら
れ
て
、
沸
騰
し
て
い
く
過
程

　
　
を
思
わ
せ
る
。


